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ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

　
9
月
30
日
を
も
っ
て
人
権
擁
護

委
員
を
退
任
さ
れ
た
曽
我
定
子
さ

ん
、
高
瀬
科
子
さ
ん
へ
法
務
大
臣

か
ら
長
年
の
人
権
擁
護
活
動
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
伝
達
式
が
11
月
5
日
に
本

庁
舎
で
行
わ
れ
、
曽
我
さ
ん
と
高

瀬
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
町
長
が
「
長
い
間
に
は

大
変
な
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
地
域
の
た
め
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。」
と
感
謝
を
述
べ
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
曽
我
さ
ん
は
18
年
1
か
月
、
高

瀬
さ
ん
は
15
年
3
か
月
に
わ
た
り

人
権
擁
護
委
員
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
長
い
間
、
地
域
の
た

め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▼
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
水
道
管

破
裂
な
ど
の
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な

場
所
に
あ
る
場
合
は
、
防
寒
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
所

○
北
向
き
の
寒
い
場
所

○
日
照
時
間
の
短
い
場
所

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▼
水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

　
水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全
に

保
温
材
を
巻
き
付
け
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
は
市
販
の
物
も
あ
り
ま
す

が
、
身
近
な
物
と
し
て
毛
布
や
布

で
代
用
で
き
ま
す
。

▼
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に
解

凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

蛇
口
を
必
ず
閉
め
て
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
破
裂
し
た
ら

　
水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
の
止
水
栓

を
締
め
て
応
急
処
置
を
し
、
い
の

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
い

の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
つ
い
て
は
上
下
水
道
課
水
道
係

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　
水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
水
道
施

設
の
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課8

9
3

－

1
9
2
0

　
吾
北
総
合
支
所
建
設
課
　

8
6
7

－

2
3
1
5

　
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

8
6
9

－

2
1
1
5

　
消
費
税
の
引
上
げ
に
際
し
、「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
町
で
は
申
請
の
受

付
を
し
て
い
ま
す
。

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
に
は
、
9
月
上
旬
に
申
請
書

な
ど
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
期
限
は
、
1
月
29
日
（
金
）

で
す
。
支
給
対
象
者
と
な
る
可
能

性
の
あ
る
方
で
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
必
要
書
類
を
必
ず

確
認
の
上
、
申
請
期
限
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
申
請
書
を
提
出
し
て
い

る
方
で
、
申
請
書
に
不
備
が
あ
る

場
合
は
お
知
ら
せ
を
し
て
い
ま
す
。

不
備
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
不
備
の
お
知

ら
せ
が
届
き
ま
し
た
ら
内
容
を
必

ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ

る
方
で
申
請
書
が
届
い
て
い
な
い

場
合
や
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
次
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課
　

　
8
9
3

－

3
8
1
8

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

8
6
9

－

2
1
1
2

振
り
込
め
詐
欺
に

　
　
　ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
及
び
「
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
に

絡
む
詐
欺
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
つ
の
給
付
金
事
業
の
実

施
に
際
し
、

●
町
職
員
か
ら
の
電
話
に
よ
る

A
T
M
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

の
現
金
自
動
支
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

●
A
T
M
を
自
分
で
操
作
し
て
、

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

●
町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
臨

時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
を
支
給
す

る
た
め
に
、
手
数
料
の
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
な
ど
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
も
し
、
不
審
な
電
話

が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
、
最
寄

り
の
警
察
署
（
又
は
警
察
相
談
専

用
電
話
（
＃
9
1
1
0
））
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

法
務
大
臣
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈

ニ
ュ
ー
ス

防
災
行
政
無
線
情
報
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

募
集

講
座
・
教
室

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

募
集

講
座
・
教
室

催
し
・
イ
ベ
ン
ト

　
伊
野
地
区
で
の
防
災
行
政
無
線

の
放
送
内
容
を
も
う
一
度
確
認
し

た
い
と
き
は
、
次
の
電
話
番
号
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〇
電
話
番
号

8
9
3

－

1
2
1
3

8
9
3

－

1
2
1
4

■
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課

8
9
3

－

1
1
1
3

　
町
の
戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
つ

い
て
、
10
月
1
日
付
で
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
任

命
期
間
は
平
成
29
年
9
月
30
日
ま

で
）

▼
戦
没
者
遺
族
相
談
員門

田
　
　
勲

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
県
地
域
福
祉
政
策
課

8
2
3

－
9
6
6
2

　新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と

い
う
考
え
で
つ
く
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き

や
、
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ

た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

▼
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

☜
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す　
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
て
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に

わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

☜
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ
ま
す
。

ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族

（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や
「
子
」）

が
受
け
取
れ
ま
す
。

　ご
存
じ
で
す
か

　学
生
納
付
特
例
制
度
と

　若
年
者
納
付
猶
予
制
度

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学

校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
及
び

各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上

で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
年
金
事
務
所

8
7
5

－

1
7
1
7

　
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
日

（
前
年
の
12
月
31
日
）
に
お
い
て
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
介

護
1
か
ら
5
）
を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
で
、
一
定
の
基
準
に
該
当

す
る
方
は
、
住
民
税
・
所
得
税
の

所
得
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
場
合
、
ほ
け
ん

福
祉
課
で
発
行
す
る
認
定
書
の
提

示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
控

除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
ほ
け
ん

福
祉
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
認
定
書
は
認
定
後
、
後

日
郵
送
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証

　
印
鑑
（
認
め
印
可
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
ほ
け
ん
福
祉
課

　（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　
8
9
3

－

3
8
1
0

　
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
8
6
7

－

2
3
0
0

　
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

8
6
9

－

2
1
1
4

　
平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
の

1
年
間
）
に
町
が
実
施
す
る
建
設

工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
、
物
品
の
購
入
（
製
造
）、
役

務
の
提
供
等
の
一
般
競
争
（
指
名

競
争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

▼
受
付
期
間

　
1
月
15
日
（
金
）
〜

　
　
2
月
29
日
（
月
）

　
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
宅
配
便
に
よ

る
場
合
は
2
月
29
日
（
月
）
必
着

と
し
ま
す
。

▼
有
効
期
間

　
平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
の

1
年
間
）

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.tow

n.ino.kochi.jp/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　
管
財
契
約
課　8

9
3

－

1
1
1
4

国
民
年
金
だ
よ
り

お
知
ら
せ

戦
没
者
遺
族
相
談
員

に
つ
い
て

お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
者
の
障
害
者

控
除
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

平
成
28
年
度
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
（
指
名
願
）

の
受
付
を
行
い
ま
す

お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
申
請
期
限
は
1
月
29
日

（
金
）で
す

お
知
ら
せ


